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乳幼児期 
 

学童期 思春期 青年期 

◇ライフステージ別の姿◇ 

・家族の健康と豊かさを求める 
  食環境を整える 

・健康な心と体をつくるために必要な食
の 

・生涯の食生活の基礎となる体験を 
  重ねる 

積極的に食事づくりに参加（体験）する                 

食べられる物を増やしていく 

自分に合った食事の量（と内容）がわかる     

栄養のバランスや食べる量を自分で把握する 

一緒に作る（楽しみを共有する） 
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壮年期 

お腹がすく 

生活のリズムが整う 

一日3食規則正しく食事する 

食事を楽しみながら食べる 

お乳をゆったりとし
た 

食事を楽しい（好き）と感じる 

季節ごとの色々な食材に触れる体験をする 

食事づくりを家族全員が主体的に関わる（環境を整える） 

食に興味関心を持つ 

食に積極的に関心、関わりを持つ 

安心して食べる（顔の見える相手からの提供） 

安全、安心な食べ物を選ぶ 

食材を選ぶ目を持つ 

正しい食情報を見極める力を身につける 

食を通じて人への感謝と思いやりの気持ちを持つ 

自然の恵みに感謝し、環境にやさしい食生活を送る 

一緒に食べる人を気づかうことができる 

食事のマナーを身につける 

食を通じて地域の人との関わりを広げる 

食を通じて地域に関わる 

食情報を共有できる仲間をつくる 

好き嫌いなく食べる 

健康を維持する 
食生活をする 

食材を育てる経験をする   

家族の健康を保つ食生活をする 

楽しくすこやかな食生活を自ら選ぶ力を培う 

よく噛んで食べる 

･生涯を通じて健康な体を維持し、地域 
  とのつながりを持つ 

・自らの健康と豊かさを求める 
  食事を理解し選択する 

高齢期 

・健康な体を維持し、地域の           
  担い手として食文化を伝える 

自        分 地        域 

見守られる時期 見守る時期･伝える時期 自分をつくる時期 

食事のマナーを守る・伝える 

食育を通じた  
自分自身と 
地域の関わる
大きさ 

地域のお店で（地域の）食材を購入する 

地元の特産物に理解を深め、誇りを持ち、郷土愛を深める 

行事に参加する（餅つきなど） 

生涯にわたる食育の関わり合いの姿を 
分かりやすく示したものです。 


